
 

令和７年度第１回 静岡県介護施設ＳＡＦＥ協議会 

 

 

    令和7年9月16日(火) 10：00～12：00 

静岡地方合同庁舎４階 

 

 

協  議  会 次 第 

 

 

１ あいさつ、労働行政の現況 

   （労働災害発生状況、労働局の取組等） 

 

静岡労働局労働基準部健康安全課長 

 

 

 

 ２ 介助動作が変われば、腰痛も変わる！  

～職場でできる腰痛・転倒の予防チェックと動作改善～ 

 

                   公益社団法人 静岡県理学療法士会 

会長 小林 敦郎 様 

 

 

 

３ 事務局からのお知らせ 

  ・第２回協議会の開催予定について 

 

 

 

４ 協議等 

   ・令和７年度の取組み目標について 

 



令和７年度第１回
静岡県介護施設ＳＡＦＥ協議会
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2021年4月1日

厚生労働省 静岡労働局労働基準部健康安全課

労働行政の現況（労働災害発生状況等）
令和７年度第１回静岡県介護施設SAFE協議会



１ 労働災害発生状況
（１）静岡県における

労働災害災害発生状況
（２）介護施設における

労働災害発生状況
（３）静岡労働局ぬかづけ運動

２ エイジフレンドリー補助金
３ その他



１ 労働災害発生状況
（1）静岡県における労働災害発生状況

事業者、労働者等が一体となって取り組む事項を定めた中期計画の中間年度となる静岡労働局における「第14 次
労働災害防止計画」は、休業4日以上の死傷者数を令和４年と比較して令和９年までに減少させることを目標に設
定していますが、増加傾向に歯止めがかかっていない状況であり、転倒が約4分の1、動作の反動・無理な動作を
合わせ約4割、墜落・転落が2番目に多い。

○ 「転倒」が25％

○ 腰痛などの「動作の反動・無理な動作」が14％

○ 令和６年の死傷者数は前（令和５）年比で22人（0.％）増

労働災害の発生原因（令和６年）

出典︓労働者死傷病報告

転倒 (25%)

墜落・転落(16%)

動作の反動、

無理な動作 (14%)

はさまれ・巻き込まれ 13%

切れ・こすれ 6%

交通事故（道路） 6%

その他 901 (20%)

労働災害の推移（過去5年）

※新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除く
出所︓労働者死傷病報告
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目標値︓
５年で2022年より減少
（令和９年に4,547人以下）
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１ 労働災害発生状況
（1）静岡県における労働災害発生状況（令和７年８月末）※速報値

令和７年８月末日現在における静岡県内における休業4日以上の死傷者数は2,499人で、前年同期比102人減少
となっており、転倒が約28％で最も多く、墜落・転落、はさまれ・巻き込まれ、動作の反動・無理な動作の順
に発生している。

○ 「転倒」が28％

○ 腰痛などの「動作の反動・無理な動作」が12％

労働災害の発生原因（令和７年８月末）※速報値

出典︓労働者死傷病報告

転倒 (28%)

墜落・転落(14%)

はさまれ・巻き込まれ

(14%)

動作の反動、

無理な動作 12%

切れ・こすれ 7%

交通事故（道路） 6%

その他 (19%)
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１ 労働災害発生状況
（2）介護施設における労働災害発生状況

静岡労働局における「第14 次労働災害防止計画」では、介護施設においても休業4日以上の死傷者数を令和４
年と比較して令和９年までに減少させることを目標に設定していますが、増加傾向に歯止めがかかっていない
状況であり、令和６年は、転倒が３分の１、動作の反動・無理な動作を合わせ３分の２を占めている。

○ 「転倒」が33％（うち骨折などにより約60％が休業１ヶ月以上）

○ 腰痛などの「動作の反動・無理な動作」が33％

○ 令和６年の死傷者数は前（令和５）年比で３人（0.8％）増

労働災害の発生原因（令和６年）

出典︓労働者死傷病報告

転倒 (33%)

動作の反動・

無理な動作 (33%)

墜落・転落 (11%)

交通事故（道路） 3%
切れ・こすれ 2%

はさまれ・巻き込まれ 1%

その他 62 (17%)

労働災害の推移（過去5年）

※新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除く
出所︓労働者死傷病報告
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目標値︓
５年で2022年より減少
（令和９年に354人以下）



１ 労働災害発生状況
（2）介護施設における労働災害発生状況

＜参考＞静岡労働局における「第14 次労働災害防止計画」では、アウトプット指標として、介護施設におけ
るノーリフトケアを導入している事業場の割合を2023（令和５）年と比較して2027（令和９）年ま
でに増加させる。こと、正社員以外への安全衛生教育の実施率を2027（令和９）年までに80％以上
とする。ことを目標に設定しています。

※アウトプット指標把握のためのアンケート結果（静岡労働局） 7

介護・看護作業におけるノーリフトケア（目標：Ｒ９年時点で導入している事業場の割合をＲ５年（48％）より増加させる）

導入している, 

21, 40%導入していない

（準備中を含む）, 

31, 60%

48%

25%

47%

20%
30%
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50%

令和５年度 令和６年度 令和７年度

＜Ｒ５～Ｒ７の合計＞ ＜各年の推移＞

正社員以外への安全衛生教育（目標：実施している事業場の割合８０％以上 ）

行っている, 

45, 87%

行っていない

（準備中を含

む）, 7, 13%

90%

75%

93%

70%

80%
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100%
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対象回答数：52

対象回答数：52



１ 労働災害発生状況
（2）介護施設における労働災害発生状況（令和７年８月末）※速報値

令和７年８月末日現在の小売業における休業4日以上の死傷者数は191人で、前年同期比13人増加となってい
る。 内訳は、転倒が約3分の1、動作の反動・無理な動作を合わせ約3分の2。

○ 「転倒」が36％

○ 腰痛などの「動作の反動・無理な動作」が27％

労働災害の発生原因（令和７年８月末）※速報値

出典︓労働者死傷病報告

転倒 (36%)

動作の反動・

無理な動作(27%)

激突 (5%)

墜落、転落 5%

激突され 5%

交通事故（道路） 5%

はさまれ、巻き込まれ 3%

その他 (14%)
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１ 労働災害発生状況
（３）静岡労働局ぬかづけ運動
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２ エイジフレンドリー補助金

10

新規設定

申請締切



２ エイジフレンドリー補助金（総合対策コース）
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２ エイジフレンドリー補助金（職場環境改善コース）
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４ その他
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４ その他
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